2014年度活動報告
団体名　わかば「お茶っこしよう会」　　　　　　　　　　　　

	事業実施内容
	・帰還を通して、ニーズ調査からの情報をもとに、電話連絡を行った。　

ニーズ調査の内容からピックアップして連絡をしたり、お茶っこだよりを送付した後、連絡をとった。（件数　64件）
・出前お茶っこカフェを茂原市と船橋市で行った。

茂原市（茂原七夕祭り）参加者6人　（内、被災者3人）

　茂原市在住の被災者の協力を得て行った。

船橋市（フレンチパル　セレナ）参加者12人　（1内、避難者7人）

・お茶っこ開催情報や他団体の情報を「お茶っこだより」としてハガキ、封書等で被災者に送付。12回（1回は千葉市社協主催の野球観戦のお知らせを千葉市内の避難者に同封した）また千葉市や社協の協力を得て、市内の避難者へ情報を送付（各１回）

・お茶っこしようを開催した。

　6月　千葉公園で大賀ハス観賞とお茶　参加者10人内避難者5人

7月　茂原でのお出かけお茶っこ　参加者8人　内避難者3人

8月　暑気払い「持ちよりパーティ」16人内被災者9人

9月　船橋市でのお出かけお茶っこ

10月　秋を食べる会「落花生ご飯と芋煮14人内被災者7人

11月　浪江焼そばを食べよう　

12月　忘年会　　17人内被災者11人

2月　餅つきでお茶っこ　25人　被災者12人

3月　花見のお寿司を作ってお茶っこ　参加者14人　被災者　6人
・千葉市社協との共催で地域との交流会を開催（1月14日）

浪江町からの避難者を講師に福島の料理を作って交流会を行った。

　参加者　30人　
・「手作りおもちゃでボランティア」を開催した。

　　お茶っこカフェで常時フエルトなどの材料を準備し地域の方の参加で布おもちゃを作り、南相馬市の保育所に届けた。

・週3回お茶っこカフェをオープンし、コーヒー、紅茶を提供した。

　　近隣の人が散歩の途中や買い物後の休憩場所として利用された。

　　避難者の状況などを利用者に話して、震災に関心を持てるよう務めた。（利用者　10～20人）
・福島市からの避難者を講師に「ポーセラーツ」体験講座を行った。

　　2回　参加者数各5人

　　また、その後講師による自主講座として講座を開催した。

　3回　３～５人参加
・千葉を楽しむバスツアー「鋸山と水仙ロード」を開催

　　チラシを作成し、浜通りの各自治体の協力を得て広報誌に同封やタブレットの掲載などＰＲを行ったので、参加者が当初予定の30人より大幅に増えた。また館山市に避難している人の現地参加があり、避難者同士の交流が図れた。

　　　参加者　42人　内　避難者　31人　　　　　　　

・その他　

　●千葉市長のランチミーティングに被災者4人とスタッフ3人で参加、市長に直接避難者の状況を話す機会を持った

●カフェに震災当時の写真の掲載、福島の新聞配架、避難者が作られた小物、南相馬ファクトリーのバッジの販売を行い来所者に震災の情報提供を積極的に行った。

	事業達成度
	・電話での連絡については、

ニーズ調査で内容が深刻なものがいくつかあり、連絡を取って行政相談窓口につなげることが出来た。また、日中、話をすることが少ないようで、病気のこと、家族のこと、震災のことなど話される方が多く、知り合いが近くにいない土地での孤立がうかがえた。

「お茶っこ」の電話番号をお便りに大きく記載していましたが、ご自分からかけてこられる方はほとんどなく、アクションを起こすことがなかなかできない人が多くいることを感じた。（イベントへの参加も同じことが言える）今後、このような方への、電話連絡や訪問などの必要性を感じた。

・期間中ごろから新しい避難者の参加が増えた。「毎月ハガキをもらって、気になっていましたが、今回思い切って参加しました。」との声を聞くと毎月のお知らせが避難者との信頼関係を深め、行動を起こす力になっていると思う。

・出前お茶っこカフェの茂原市での開催は、活動当初から参加している茂原市在住の方の協力を得て行ったが、参加者が少なく残念な結果になった。もう一か所の船橋市での開催は、皆さんはじめての参加で、お互い近くに住んでいることがわかり、その後の交流にもつながったことはとてもよかったと思う。遠くまで出かけられないが、近くなら参加できることがわかった。

・「お茶っこしよう」は期間半ばごろまでは、一人、また一人と増えたが、その後は固定化してきた。ただ、地域の参加者に宮城、岩手、福島出身者が多く、もう一つ違った交流が出来て良かったと思う。

・前半は地域の方が日常的に、手作りおもちゃ作成にカフェを訪れることが多くあったが、後半少なくなったことは残念なことです。今後の課題として広報等のお知らせを積極的に行わなければならないことを感じた。

・千葉を楽しむバスツアーはおおぜいの参加があった。アンケートにも今後もこのような企画を望む声があった。避難者にとっては（特に年配の方）不慣れな土地で、小旅行も自分たちでは出来ない状況にあるため今後も必要であると感じた。

全体として

・イベントに参加する人が固定化し、外に出ない人の孤立が進み、その状況が見えづらくなっている。このような人たちの状況把握と今後の対応が課題。

・新たな土地に引っ越される方がある一方で、なかなか先が見えない人もいるなど、おかれた環境により求められる支援が個別化してきている。このような人たちへの対応が課題。


